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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　Functional　 mobility 　 is　 essential 　 for　 elder 王y　 people　 to　 perform 　 their　 daily　 activities ．

Thc　timed　 up 　 and 　go （TUG ）test　 measures 　basic　motor 　agility　and 　dynamic　balance．　This

study 　 evaluated 　 the　 test−retest 　 reliability　 of　 the　 TUG 　 test，　 and 　 the　 validity 　 of　 fUnctional

fitness　 and 　 age −related 　 changes 　 for　 the　 TUG 　 test　 performance　 in　 clderly 　 people，　 Five

hundred　 and 　 twelve　 elderly 　 men （mean 　 age ＝71．4years，　 range ＝60−92　 years）alld　 805
elderly 　 women （mean 　 age ＝67．　l　 years，　 range ＝60−89　years）participated　in　this　study ．　The

f｛）110wing　physical　performance 　 measures 　 were 　 examined ； the　TUG ，　 fast−paced　and 　zigzag

walking ，　 modified 　 functional　 reach ，　 and 　 a　 30−sec 　 chair 　 stand ．　 Based　 on 　 the 　 age 　 groups

（60−64，
65−69

，
70−74

，
75−79

，
and 　 80＋ years）and 　gende耳 the　TUG 　test　performance　 was

analyzed ．　 The　 intraclass　 correlation 　 coefficients 　 for　the　 TUG 　 test　time　 were 　 O．746　 and

O．776for　the　 elderly 　men 　and 　women
，
　 rcspectively ．　R ）r　both　men 　and 　women ，　age −related

declines　in　the　TUG 　test　time　were 　observed 　in　the　youngest 　 subgroup （60−64　years）and

the　following　subgroups ： 70−74 （P く 0．001），
75−79 （P く 0．001），

　and 　80＋ years （P ＜O．001）．

The　TUG 　test　time　for　men 　aged 　 60−64 （P 〈0．001），65−69 （P ＜ 0．001），
70−74 （P ＜ 0．01），

and 　75−79　years （P ＜0．01）was 　faster　than　that　for　women ．　 Pearson　correlations 　 between

the　 TUG 　 test　 time　 and 　 the　 fUnctional　fitness　 measures 　 ranged 　 from　− 0，267　 to　 O．742．

Thus，　the　TUG 　 test　perforlnances　were 　reliable　and 　correlated 　with 　the　functional　fitness

measures ，　 age −related 　declines，　 and 　gender 　differences．　Further　research 　on 　standard 　TUG

tests　that　include　frail　individuals　 is　required 　fbr　assessing 　the　functional　mobility
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1，緒言

　近年，歩行能力や動的バ ラ ン ス ，敏捷 性などを総

合 した functional　mobility （機言旨的移動能力）は高齢

者 が 自分 の 身休 を支 え体重 を移動 させ る能力 として

自立生活に 不可 欠な要 因 で ある
G〕
こ とから、簡便に

評価する テ ス ト方法と して 注 目され て い る
IS）．こ の

テ ス トは椅 子か ら立 ち上が っ て 歩 き，3m 先 の 目標

物を ター
ン して 再 び 座るまで の タ イ ム を計測する こ

とか らTimed
’‘
Up　and 　Go

”
（TUG ）テ ス トとよばれ

て い る，TUG テ ス トで 測定 され た タ イ ム は高齢者

の Bergバ ラ ン ス ス ケ
ー

ル や歩 行速度，　 Barthelイ ン

デ ッ ク ス との 問 に相関関係 が あ り
且3｝

，成 人 男女 に お

い て も歩行能力 や 膝伸展力 と相関関係を示す
16），20

歳か ら80歳 の TUG タ イ ム の 加齢変化は男性で 47％，

女性で 42％
ls＞

と さ れ ，移動能力の 低 下度 を評価 する

ス ク リ
ー

ニ ン グ テ ス ト と して も利 用 さ れ て い る
Lan ）．

TUG テ ス トは 虚弱 な者か ら健康 な者 まで 幅広 く用

い ら れ て い る
u’13，1［b

が ，我が 国の
一

般 在宅健常高齢者

を対象 と した検討 はほとん どなされ て おらず，基準

値 も明 らか で な い ．

　そ こ で 本研 究 で は，地域 に在住 して い る
一一．一
般在宅

健常高齢者を対象 と して TUG テ ス トを 実施 し，テ

ス ト の 信 頼 性 の 検 討．機 能 的 体 力 （functional

fitness）との 関連，お よ び 加齢変化 を検 討す る こ と

を日的と した．また ，介護保険制度改革 （2006年 4

月）に よ る介護予防事業や地域支援事業等に お い て

運動器の機能向上 トレーニ ン グが 実施 され て い る こ

とか ら性別年齢階級別 5 段階評価表を作成して 介護

r・防運動や 保健指導の 現場 に活用す る こ とも目的 と

した．

1 ．方法

A 、対 象者

　対象者は 地域 に 在住 し，在宅 で 自立生活 を送 る60

歳以上 の
一

般健常高齢者，男性512名 （60−92歳）と

女性805名 （60−89歳） の計1317名で あっ た．対象者

は，2000年か ら2005年の 毎年 5 月末日に奈良県天理

市 で 開催 された ゲ
ー

トボール大会に 全国各地 よ り出

場 した 者 の 中 で 体力 テ ス トに参加 した者，県内 臼治

体 〔橿原市．河合町．．ヒ牧町．天理市）が実施 した

総 合健康指導事業，高齢者 トレ
ー

ニ ン グ指導事業，

高齢者学級 で体力テ ス トを受検 した 者 で あ っ た．対

象者 は 目常 の 運動習慣は 全 くな い 者か ら運動 に 比較

的親 しん で い る な ど 広範囲に わた っ て い る者であ っ

た，対象者に は 研究の 主 旨お よ び内容 ，測定時 の 危

険性や 中止 の権利を十分に 口頭で 説明し，参加へ の

同意 を得 た．対象 者 の 年齢 群 別参加 人数 平均年

齢，お よ び 身長，体 重，体格指数 （BMI ： body　mass

index）の 身体的特性を表 1 に 示 し た．なお ，橿原市

の 総合健康指導事業と河合町の高齢者 ト レーニ ン グ

指導事業参加者の 中で 60〜81歳 の 男性 21名 と女性 39

名は TUG テ ス トを 2 回測定 し信頼性 の 検討 を行 っ

た．また，ゲ
ー

トボ
ー

ル 大会 や 高齢者 トレーニ ン グ

指導事業 に参加 した対象者 の 申で 60−一一・80歳 の 男性63

名お よび女性95名は，TUG テ ス ト と機能的体力テ

ス トとの 関係を検討する ため にすべ て の テ ス トを受

け た．

B．測定項 目

1．ア ッ プ ア ン ドゴ ー
テ ス ト

　 ア ッ プ ア ン ドゴ ー （TUG ＞テ ス トは Podsiadlo と

Richardson の 方法
旧 ）

に 従 い ，椅子 と 目標物 （高 さ

22CInの ミニ コ ーン）まで の 距離 （座面 の 先端か ら

ミ ニ コ
ー

ン の 向 こ う側 まで）を 3m と した，椅子 は

高 さ40cm 前後の 肘か け の な い 事務 用 の 椅 ∫
・
と し

た ，ス タ
ー

ト時 は 両足先端 をそ ろ えて 肩幅程度に 開

脚 し，両手 を大腿部 前 向 に 置 かせ る 姿勢 を と らせ

た．タ イ ム の 討測 は 用意 「ハ イ」の 合図 で 立 ち上

が っ て で きるだけ早 く歩 き，3m 先の 目標物を回 っ

て 再び座る まで とした、測定は マ ッ トス イ ッ チ と時

間 測 定 器 （竹 井 機 器 ：T．K 、K ．5804あ る い は S−

03122）を 用 い ，座面 に 両面 テ
ー

プ で 固定 した マ ッ

トス イ ッ チ か ら臀部が 離れ，再 び 着座す る まで の 時

間 を100分 の 1秒 単位 （TUG タ イ ム ） で 白動 的 に計

測 した．な お，対
．
象者の 中 に は 同様 な方法 で ス トッ

プ ウ ォ ッ チを用 い て タ イム を計測し た ケース も有 し

た．測定 は 回 る 方向 を左右 1回ずつ 練習させ た後に

どち らか 良い 方向を決め させ ，そ の 方向で 2回実施

させ ，良 い 方 の 記録 を採 用 した ，

2，機能的体力テ ス ト

a．5m 速歩 テ ス ト

　歩 行能力 を評価 す る 5m 速歩 （5mFast −paced

Walking： FW ） テ ス トは直線 5m 問 の 測定区問 を走

らず に，で きる だけ速 く歩 い た 時の タ イ ム を記録 し

た．測定区間 （5m ）の 前後 に 2m の 助歩路を設け

実施 した、速歩の 記録は タ イム （秒 ：sec ） で 示 し，

測定 区間 の 前 後に 変 調型光 入力ユ ニ ッ ト （竹井機

器 ：T，K．K．315e）を設置 し，デ ジタイ マ ー （竹井機

一 2 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Exercise and Sports Physiology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Exeroise 　and 　Sports 　Physiology

一
般在宅健常高齢著の ア ッ プ ア ン ドゴ ー

テ ス ト

Table　l　 Physical　characteristlcs　of　subjects

Age　grouP　 n
Agc
（yr）

Height
（cm ）

Weight
（k ）

BMI
（kglmL）

Men

Total60

−64（yr）

65−6970

−7475
−7980

＋

512671611111066771．4± 6．8

62．8土 1．1

66．9」：1．3

72．0ヨヒ1、5

76．8土 1．5

83，上± 2，7

162．3 ± 6、1

164．7士5．6

164．0 土 5．8

162、4± 4、7

160．6土 5．8

157．9」：6．6

60．7± 8．2

6LO 士 6．5

63．7ゴ：7．8

60．9土 7．8

58．6± 8、4

56．0士 7．5

23．〔｝± 2．6

22．5土2．4

23，7± 2，6

23．0土2．3

22、7土 2．9

22．4ゴビ2．3

Pos　hoc　test 60−64＜65−69．　　　　 60−64＞ 70−74，
70　74，75−79，80＋　　　　　75−79，80＋

6D−64＞75−79，　　　 60−64く 65−69
　 　 80＋

Tbtal6064

（yr）

65−69

WQmen 　 　 70．7475

−7980

＋

80517724517313080671 ± 8．3

62，1± 1．4

67．0± L4

71．6ゴ：1．5

76，8ヨ：／．4

82．4± 2．5

15L　3ゴヒ5．6

153．4± 4．8

151．3±4．7

149．6士 4．7

148．8ゴヒ5．4

146、4 ± 5、7

52，7± 7．5

54，9ゴ：7，6

52．4± 72

52．7ゴ：7．4

51、8± 74

47 　5± 7．3

23．0 ゴ：3．O

23．3± 3．3

22、9±29．

23．5±2，9

23．4±3．O

22．2 土 3．2

Post　hoc　test 60−64〈 65−69，　　　　60−64：＞65−69，　　　　60−64＞ 65−69，　　　 60−64＞ 80＋

70−74，75−79，80＋　　　70−74，75−79，80＋　　70　74，75　79，80＋

Va［ues　are　 means 土 SD．　BMI ，　 body　 mass 　index．　Post　hoc　test　usillg 　Dunnett’s　pr【）cedure ．

器 ：T．K、　K．315）を用 い て 1000分 の 1秒単位 で 自動

計測 した、2 回練 習 の 後 に 21nlの 測定を行な い ，良

い 方 の 記録を採用 した ．途中で 走 る 動作が み られた

場合 は再測定し た，な お，距離 （5m ）と 歩行 タ イ

ム か ら速度 を算出 した ．

b，ジ グ ザ グ歩行テ ス ト

　左右 に 方向転換 を行 い なが ら歩行 を調整 する ジ グ

ザ グ歩行 （Zigzag　Walking： ZW ）テ ス トは，明治安

田厚生事業団体力医学研究所が提唱する身体的活動

能力測定 の 歩行テ ス トに も とつ い て 実施 した
「2），測

定は ス タートラ イ ン か ら10m 先に ゴ ール ライ ン を

引 き，ス タートか ら 2m 間隔に中心線か ら左右交互

に O．5m の 位置 に テ
・一プ で マ

ー
ク し，用意 「ハ イ」

の 合 図 で で きる だ け早 くジ グザ グ に 歩 か せ た 際 の タ

イム をス トッ プ ウ ォ ッ チ を用 い て 100分の 1 秒単位

で計測 した．2 回 の 練習 後 に 測定 を 2 回行 な い ，良

い 方 の 記録を採用 した．

c．手 の ばしテ ス ト

　バ ラ ン ス 能 力 を評 価す る 手 の ば し （modi 丘ed

Functional　 Reach： mFR ） テ ス ト は Duncan た ち
o
の

フ ァ ン ク シ ョ ナ ル リ
ー

チ テ ス トの 動作 を修正 して 実

施 した．立位 の 姿勢か ら両腕 を前方に伸ば した位置

か ら、膝 を伸 ば して腰を前に 曲げた状態で ，踵が ．E

が っ て い な い こ とを確認後に右腕 （片腕）の 先端が

前方に伸 び た 距離 を 司
齟
測 した．測 定 は 65cm の 距離

を 1cm ご とに 書 い た紙 を壁 に貼 り，左 手を左鼠径

部 に肘が少 し曲がるよう に して あ て させ，壁 に 右腕

が 触 れ な い よ うに Afi　h
’
に 伸 ば す よ う に した ，2 回 の

練習後 に 2 回の 測定 を行 ない ，良 い 方 の記録を採用

し た，踵 が 床か ら離れ た り，右腕が 蹤 に 触れ た り，

左手が鼠径部か ら離れた り．前方に 踏 み 出 した場合

は再測定 とした ．

d．30秒椅子立ち ヒが りテ ス ト

　下肢筋力 を評価す る30秒椅子 立 ち Lが り （30−

sec　Chair−stand ： CS−30）テ ス トは 中谷たち の 方法
11’

に従い ，背 もたれ と肘か けの な い 高さ40　cm の 箱状

の 椅 了
．
（マ ル チ ボ ッ ク ス ： 竹井機器 ： T ．K ．　K ．5005）

を用 い て 30秒間 に 立 ち上 が っ た 回数を 測定 した．テ

ス トを実施する 際は両足 の 間隔を肩幅程度に広げて

座 り，腕 を胸 の 前 で 組ませ 膝関節 角度がお よそ 100〜

UO 度屈 曲 （完 全伸 展 位 を 0 度） した 状態 で 脊柱 を

まっ す ぐ伸 ばさせ た姿勢 を確認 し，そ の 後 に 全力 で

立 ち 上 が る 運動 を 行 わ せ た ，5 〜10回 の 練習 を行 っ

た後 に 測定 した．なお，立ち上が り途中 で 30秒 に 達

した 場合は 測定値 に カ ウ ン トした ．
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C，統計的検定

　測定値は す べ て 平均値 （Mean ） ± 標準偏差 （SD）

で 示 した ，TUG テ ス トの信頼性 は 工回 目 の テ ス ト

か ら 7 −10日以 内 に 彳
1Jt

っ た同
一

テ ス ト成績 の
一

致度

で 検討 した ．方法は分散分析 を用 い て 2 試行の 差 の

検走を行 っ た後に級内相関係数 （ICC）を求め だ
冫．

TUG タ イム は年齢群 と 性別 に よ る 二 元配 置分 散分

析を行い ，年齢群に よ る主効果が認 め られ た ときは

60−64歳群を コ ン トロ ール 群 と して Dunnet法に よ る

多重比較検定を用 い て 各年齢群 と比較 し，性別 に 主

効果が認め られた ときは各年齢群 で 対応の な い t検

定 を行 っ た．TUG タイ ム と機能的体力テ ス トと の

関係は ピ ア ソ ン の 積 率相 関分析 を用 い た、TUG タ

イム の 評 価基 準値 算 出には各年齢群 の タイ ム を／

適合度検定を用 い て 分布度を検討 し，累積相対度数

か ら93，70，30，7 パ ー
セ ン タ イル 値を段階区分点

と し た
lt〕、統 計 処 理 に は StatView　for　 Macintosh

（ver ，5，0）お よ び Statcel　2 （オ ーエ ム エ ス ）を用い

た ．有意水準 は P ＜ 0．05と した、

皿，結果

A ，TUG テ ス トの 信頼性

　対象者の r
’
tTで TUG テ ス トを 21iヨ測定で きた60−一一

81歳 の 男性21 名 〔69．5± 3，7歳） と女性39名 （69．3 ±

4．　0歳）を対象 と し て信頼性の 検討を行 っ た，男性

の 　1　［可 目 は 5．42 ± 0．75希少，2 「司　［　は 5．36± 0．56希少，

女性 の 1 回 目は 5．95± O．89秒，2 回 日は5．70± 0．70

秒 と男女とも 2 回目の 方がわずか に タイム は早か っ た

が．男女それぞれの 2試行における差 の 検定に は有意

差 を認め なか っ た （男性 ：F 二〇．09，女性 ：F ＝2．61

と もに ns ）．　 TUG テ ス トの 級 内相関係数 （ICC ）は

男性 が ICC ≡O．　746，女性が ICC 二〇．776で あ り，

信頼性は 高か っ た （図 1 ）．

B．TUG タ イ ム の 加齢変化

　TUG タ イ ム を全対象者で み る と，男性 （60−92

歳 ：512名）の 測定値は3．91・− 11、88秒に 分布 し，平

均値 と標準偏差は 5．90± 1．05秒で あ り，女性 （60−

89歳 ：805名）の 測定値 は4，03〜11．06秒 に 分 イi∫し，

平均値 と標準偏差 は6，11± 1，0／秒 で あ っ た．各年齢

群に お ける男女 の TUG タ イ ム を図 2 に 示 した ，男

性の TUG タ イム は 60−64歳群 〔67名）で 5．31 ± 0．71

秒 ，65−69歳 群 （161名）で 5．53 ± 0，91秒 、70−74歳群

（111名）で 5．89± 0．92秒，75−79歳群 〔106名）で6．29±

1．04秒，80歳以上群 （67名）で 6．78　± ユ．35秒 で あ っ

た ，女性で は ，60−64歳群 （177名）で 5．69± 0．79秒，

65−69歳群 （245名）で 5，80± 0，72秒，70−74歳群 （173

名）で 6．26± 0．80秒，75−79歳群 （130名）で 6，64 ±

1．05秒，80歳以 上 群 （80名）で 6．67± 1．19秒で あっ

た ，二 元 配 置分散分析 で は，年齢群 （F ＝64，2，

P ＜ 0，001）と性別 （F ＝22．7，P く 0，001）に TUG

タ イ ム の 主 効果が 示 され た が 交互 作用 〔F ＝1、27，ns ）

は認め られなか っ た．多重比較検定 （Dunnet 法）の

結 果 ，男 性 で は60．64歳 群 に 比 べ て 70−74歳 群 で

10，9％ （P く 0，001），75−79歳群で 18，5％ （P＜ 0．001），

80歳以 E群 で 27．7％ （P く 0．001）の 有 意な低 下 が

認め ら れ た、一
方，女性に お い て は 60−64歳群に 比

べ て 70−74歳群 で 10．O％．75−79歳群 で 16．7％ ．80歳

以王 群 で 17，2％ の 有意 な低下 （と もに P ＜ 0．OO1）

が 認め られ た、TUG タ イム の 低下 率は男性の 方 が

A
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Y ＝ 0．93X ＋ O．47，　］CC ＝ 0．776 （n ＝ 39）

　 　 　 3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

　 　 　 　 3 4 5 6 7 8 　 3 4 5 6 7 8

　　　　　　　　　　 　 Triai−1 （sec ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Trial−1 （seG ）

Fig．1　 Test−retest 　 reliabil［ty　 of　the　timed　 up 　and 　 go （TUG ）test　performance　in　 elderly　men （A）and 　women （B｝、
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一
般在宅健常高齢者の ア ッ プ ア ン ドゴー

テ ス ト

大 きい 傾向に あ っ た．た だ し，TUG タ イム 実測値で

み る と，男性 は 女性 に 比 べ て 60−64歳 群 で 7．2％

（P く 0．001），65−69歳群 で 4．9％ （P く 0．001），70−74

歳群で 6．3％ （P 〈 O．　O］），75−79歳群 で 5，6％ （Pく 0，01）

早か っ た が ，80歳以上群 に は性差 は 認 め られ な か っ

た．

C．TUG タ イ ム の 性別年齢階級別 5段階評価値

　 TUG タイ ム の 分布 は男性 の 60−64歳 群 と70−74歳

群，女性 の 70−74歳群 を除 くと，各年齢群 とも分 布

A9

8

7

6

5

（
o
Φ

リワ）
O
コ

ト

4

＊＊ ＊

B

に偏 りが み られ た．そ の ため ，TUG タ イム の 性別年

齢階級別 5段階評倆 値はパ ーセ ン タ イル 値 を用 い た

（表 2 ）．各年齢群 の 代表値 で あ る 評価 3 （Average ）

の TUG タ イ ム は，60．−64歳群 の 男 性で 4、　97−一・5．67

秒，女 性 で 5．31〜5．89秒，65−69歳 群 の 男 性 で

5．03〜5．86秒，女 性 で 5、　37〜6．　03秒 ，70−74歳群 の

男 性 で 5．44〜6．35秒，女性 で 5．81〜6．72秒、75−79

歳群 の 男性 で5．69．　・− 6．70秒，女性 で 6．05〜7．08秒 ，

80歳 以上 群 の 男性 で5．98〜7．　13．秒，女性 で5．99〜

7．33秒 で あ っ た．
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⊃
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4

＊ ＊＊ 　　　 ＊ ＊＊

　 　 　 　 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3
　 　 　 　 　 　 60−64　　　65−59　　　70−74　　　75−79　　　　80＋　　　　　　　　　　　　　　　　　60−64　　　65−69　　　70一ア4　　　75−79　　　　80＋
　 　 　 　 　 　 （n＝67）　　（n＝161）　（ts111 ＞　（n＝106）　　（n＝67〕　　　　　　　　　　　　　〔n＝177冫　〔n＝245）　〔n＝173）　（n；130｝　　（n＝80）

　　　　　　　　　　 Age 　group（yr）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Age　groL顋P （yr）

Fig，2　Age　 related 　 changes 　 o 「the　timed　 up 　 and 　 go （TUG ）test　performance 　in　 e ［derly　 men （A）and 　women （B）、

　　　Values　 are 　 means ± SD ．
＊ ＊ ＊

P 〈 0．001，　compared 　with　the　value 　of　each 　60−64　 age 　gro叩 s．＃＃P ＜ 0．01，

　　　
＃＃＃P ＜ 0．OO1，Gompar 日d　with 　the　value 　of　men 　 at　the　corresponding 　age 　group，

Table　2　Normative　values 　of　the　TUG 　per「ormance 　in　e［derly　men 　and 　women

Time 　 in　 seconds

Age　group

Men

60−64　C．yr）

65−69707475

−7980

＋

　 　 5
（Very　g〔，〔Dd ）

　 4
（Good）

　 3
（Average）

　 2

（Poor）

　 　 1
（Very　poor ）

≦・1．25

≦ 4．53
叮
O4

く 馳＝

≦ 5．10

≦ 5．22

4．26−−4．96

4．54〜5．02

4　52・一一5　43

5．／1− 5．68

5，23−一一5，97

4，97− 5，67

5．03〜5．86

5 つ4−s・6．35

5．6｛　・〜6、70

5．98〜7．13

5，68〜638

5，87 −6，8〔｝

6．36−−7　27

6．71−7 、9D

7、レ1− 9．oo

⊇
・6．39

≧ 6．81

≧ 7，28

≧ 7、91

≧ 901

Women

60−64（vr ）

656970
−7475798e

＋

く 4．78

≦ 4．　91

≦ 4．88

≦ 5．41

≦ 5．上2

4．79・一一・53 〔〕

4、92〜5、36

4　89・−5　80

5、42・− 6、〔）4

513・−598

5．31− 5．89

5、37− 6、03

5，81〜6．72

6、05〜7．08

5．99〜7　33

5．90−−6，79

6．04−・6．90

6．73〜7．6〆1

7．09〜7．97

7　34〜8、54

≧ 6．80

≧ 691

≧ 7．65

≧ 7、98

≧ 8．55

TUG，　timed 　up 　 and 　go ．

5

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Exercise and Sports Physiology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Exeroise 　and 　Sports 　Physiology

中谷敏昭 ・芳 賀脩 光 ・岡本 　希 ・車谷 典 男

D ，TUG タ イ ム と機能的体力の 関係

　TUG タ イム と機能的体力テ ス トを測定で きた60〜

80歳 の 男性65名 （66．9± 4．4歳）お よ び 女 性96名

（65，9 ± 3．7歳〉の 結果 を表 3 に 示 した ，TUG タ イ ム

は 5m 速歩 テ ス トの 結果 と男性で r ＝− 0．669お よ

び 女性 で r ＝− O．657の 有意 な負 の 相 関関係 （とも

に，P ＜ 0．　OOI）を示 し，ジ グザグ歩行テ ス トの タ

イ ム とも男性で r − 0．742お よ び女性で r ＝0．716の

有 意な正 の 相 関関係 （ともに ，P く 0．001）を示 し

た ，TUG タ イ ム と手の ば しテ ス トの 場 合 は 男性 で

r ・　 − O．267 （P く 0．05），女性で r
＝− 0．307 （P ＜ 0．Ol〕，

30秒椅予立 ち上 が りテ ス ト結 果 と の 関係 は 男性 で

r ＝− O．　441 （P 〈 0，001），女性で r ＝− 0．289 （P 〈 O．　Ol）
の そ れ ぞれ有意 な負 の 相 閏関係 を示 し た．

］v．考察

　 こ れ まで ，機能 的移動能力を評価する TUG テ ス

トの 信頼性に つ い て は様 々 な対象者を用 い て 検 討が

な さ れ て い る．Samson た ち
1f’｝

は 健康 な高齢男 女に

1週 間前後 で 測定 した TUG タイム は ICC ＝O．98で

あ り，Steffenた ち
IY）
も健康な高齢男女 で TUG テ ス

トを行 わ せ た結果 ICC ；0．95で あ っ た と報告 して

い る．と こ ろ が ，カ ナ ダ 人 の 高齢者 を 対象 と し た 大

規模研究 で は TUG タ イム は ICC ＝0．56と低 い 値を

報告して い る
15b．本研究 で は，7 −10日以内 に 2 回実

施 した TUG タ イム の
一

致度を検討 し た と こ ろ，男

性 は ICC ＝O．　746，女性 は ICC ＝0．　776で あ っ た ．

先行研 究
脱 9）

に比 べ て TUG タイム の ICC値 は少 し低

い もの の，測定値の 信頼性 と し て ICC ＝O．　7以 上 が

良好 と判断 で きる
：

肥 とか ら．対象者に お い て もテ

ス トの 信頼性は高い と考えら れ る．

　小坂井たち
8〕
は，高齢者に お ける歩行速度の加齢

変化は歩調 （ピ ッ チ ）の 変化 で は な く歩幅 （ス トラ

イ ド）の低下 に よ る もの とし，60歳以 降に は 男女と

もに歩行速度が急激 に 低下す る こ とを明 らか に して

い る．下 肢筋力 の 減少 は60−70歳 以 降 に 急 激 に 生 じ

る
T・11｝

こ とか ら，こ の 減少が 歩幅の低下 に直結する

と考え られ る．特 に，「速歩」に お い て は 男性で 72

歳付近，女性 で 60歳付近 を境 に 低下が加速す る とい

う報告 もみ ら れ る
s）．Steffenた ち

］’〉は60−80歳代 の 健

康な高齢男女に お い て TUG タ イム は最大歩行速度

（fast　gait　speed ）と と も に低 ドする と報告 して い

る．Rikliと JonesL
’°
は，　 TUG テ ス トの 歩彳∫距離 を修

正 し た8−ft　up −and −go タ イ ム は 60歳 代 に く ら べ て

70歳 代 で 17．3％ ，80歳 代 で 26．2％ 低 下 す る と し，

Samson た ち
15 ｝

も20−80歳 に か け て TUG タ イ ム は42〜

47％低 下する と報告 して い る．

　本研究 で は TUG タ イ ム は 70歳代以降 に 低 下 が 大

きくな っ た こ とか ら，日本人高齢者 の 機能的移動能

力 は 前期 高齢者層 （65−74歳） の 後半か ら低下 が 加

速する もの と 考え られ る．他方，TUG タイム の 性差

に つ い て は本研究の 場合，60歳代お よ び70歳代の 女

性 に お い て 4．9〜7．2％ 遅 く、凵本人 の
一

般在宅健常

高齢者 の 男女に は 差 が観察され た ，Samson た ち
1（；・17，

は，20−80歳 の 各年代 の TUG タ イム は 歩行速度と回

様 に 男性 に 比 べ て 女性 の 方が 遅 い と 述 べ て お り，

我 々 の 結果は こ れ に
一
致 し て い た ，性差が 生 じ る 理

由と して は ，身長や ド肢長 などの 体格差 に よる 歩幅

が 女性で 狭い こ と な ど が 考え ら れ る が詳細 は 不腸

で ，今後は下肢長 や 歩幅等の点か ら史な る検討を加

えた い ．

　TUG テ ス トは歩行速度．バ ラ ン ス ス ケ
ー

ル ，　 ADL

な ど と の 関係 が検 討 さ れ て きた
鵬 1鱒 1．本研究 で

は ，歩行能力 （5m 速歩 テ ス ト，ジ グザ グ歩行 テ ス

Table　 3　 Result　and 　coefficient 　of

　 　 　 　 measurements

correlation 　between　TUG 　arld 　functional　 fitness

Men r ＝with 　 TUG Women r＝with 　 TUG

TUG （sec ）

East−paccd　walking （m ／sec ）

Zigzag　walkin9 （sec ）

mFunctional 　 reach （cm ）

CS −30 （times）

5、53± 0、83

2，88土 0．39

6、62± 1、08

35．8土 3．8

19，7ゴ：5，2

1

一
〇，669＊＊＊

0．742＊ ＊ ＊

一
〇．267＊

一〇．441＊＊＊

5．90±O．83

2，55± 0、30

7、38± 0、99

33．0± 3．9

2Q，1± 3．4

1

一
〇　fi57＊ ＊ ＊

0716 ＊ ＊ ＊

一
〇，3．　07＊＊

−0289 畔

Values　 are 　 means ± SD ．　 n ＝65　 for　 men 　 and 　 96　 f〔〕r　 women ．　 r，　 PeasQn
’
s　 coefficient 　 of

correlation ； TUG ，　timed 　 up 　 and 　go； mFunctional
，
　 modi 且ed 　functional　 reach ； CS−30，30−sec

chair 　 stand 　performance ．＊P ＜005，￥ ＊P 〈 0，01，＊ ＊ ＊P ＜0001 ，
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一般在宅 健常高齢者の ア ッ プア ン ドゴ ー
テ ス ト

卜），バ ラ ン ス 能力 （手 の ば しテ ス ト），下肢 筋力

（30秒椅子 立ち Eが りテ ス ト）な どの 機能的体力と

の 関係を検討 した．まず，日本 人 高齢男女 の TUG

タ イ ム と 5m 速歩 テ ス トの 結 果 と の 関係 は 男性 が

r ＝− 0．669，女性が r ＝− 0．657，左右へ の 方向転換

を行 い なが ら歩行する ジグ ザ グ歩行タ イ ム との 関係

は男性が r ＝0．742，女性が r ＝0．716と中程度 以上

の 高 い 相 関関係を示 し た．Freter と Fruchters は 整

形外科疾患 で 入院 して い る高齢 リハ ビ リ テーシ ョ ン

患者に お け る TUG タ イム と歩行速度 に は r ＝− O．745

の高い 相関関係が あっ た こ と を報告 して い る．こ の

ように リ ハ ビ リテ ーシ ョ ン を行 う者 で あ っ て も高 い

相関関係を示 す こ と は，低体 力 高齢者 や虚弱高齢

者，あ る い は介護予防 を必 要 とす る特定高齢者 に お

い て も同様 に 高 い 相 関関係を示すこ とが 推察 さ れ

る．本研 究の 結果，一
般在宅健常高齢者 に お い て ，

TUG タ イ ム は先行研究と 同様に 5m 速歩 テ ス トや

ジ グ ザ グ歩行 タ イム と強 い 関係に あ る こ とが 示峻 さ

れた，

　TUG テ ス トは ス タートの 合図 を 聞 い て 椅子 か ら

立 ち上が るため，体幹を前傾 させ て 重心 の 前方移動

を行っ て か ら 下肢筋力発揮が行 わ れ る．下肢筋力が

低下 して い る 高齢者で は体幹の 前傾角度を大きくし

て か ら立 ち上 が る 傾 向にある
9’）
．大 きな体幹 の 前傾

は膝関節の慣性 モ
ーメ ン トが増大 し，立 ち Eがるま

で の 時 間 を延 長 させ て TUG タ イ ム を遅 くす る．

Schaubertと B 〔｝hannon 且s）は シ ニ ァ セ ン ター
で 活動す

る 地域在住の 高齢男女の TUG タ イム と膝伸展筋力，

あ る い は 5 回 、ン1ち上が り時間 と の 関係 はそれぞ れ

r
＝− 0，710，r

＝0．734で あ り，下肢筋力が弱い 者や

椅 r一か らの 立ち上が り時問が遅 い 者は TUG タ イム も

遅 い と して い る ，また ，Mizner と Snyder−Mackler　iu）

は．TUG タ イ ム と健側 の大腿 四 頭筋力に は r ＝− 0，63

の 相関関係が み られた と報告 して い る．本研究 で は

TUG タイ ム とCS −30と の 相関係数 は男性 で r ＝− 0．44L

女性で r
＝− 0．289で あっ た ，こ れ は，本研究の

一般

在宅健常高齢者 に お い て も CS−30で 評価 さ れ る 下 肢

筋力が TUG タ イム に影響 を及ぼ して い る もの と考

えられ る．

　 Berg ス ケ
ー

ル は，日常生活動 作 と関連 の あ る 14

項 目 （座位バ ラ ン ス ，椅子 か らの 立 ち上 が り，立 位

バ ラ ン ス など）を   〜 4 点の 5段階で評価する テ ス

トで ，ト
ータ ル ス コ ア （56点満点）の 高い 者は バ ラ

ン ス 能力が 高い
2）
と されて い る，そ の た め TUG テ ス

トで 用 い られる椅
．
了か らの 立 ち上が りや 椅子 へ の 腰

掛け，一
回転 な ど の 動作 評価 に 近 い と思われる．こ

れ に対 して，フ ァ ン ク シ ョ ナ ル リーチ は 立位に お け

る 前方へ の バ ラ ン ス を主 と し て評価する テ ス トで あ

り，Berg ス ケ
ー

ル と フ ァ ン クシ ョ ナ ル リ
ー

チ は相

関関係が低 い
2）

．本研 究 で は，Berg ス ケ
ー

ル を用 い

なか っ た こ とか ら TUG タ イ ム とバ ラ ン ス 能力の 関

係 は フ ァ ン ク シ ョ ナ ル リーチ を修正 した手の ば し テ

ス トを用い て検討した ．その 結果 男女と もに有意

な関係が 認め ら れ た もの の ，男性で r ＝− O．267，女

性 で r ＝− 0，307と相 関係 数 は低か っ た．本研 究 に

お け る在宅 の 一
般健常高齢者 で は ，手 の ば し に よ る

前方 へ の バ ラ ン ス 能力も TUG タ イ ム に影響を与え

る がそ の 影響は 少な い と考え られ る．TUG テ ス ト

とバ ラ ン ス 能力との 閏係につ い て は Berg ス ケ
ー

ル

や 他 の 指標 や 虚弱高齢者 を含め た検討が今後必 要 で

あ ろ う，

　男女 の 各年齢群 に お け る TUG タ イ ム の 分布度 に

は偏 りが 認め られ た．これ は 運動習慣の な い 者か ら

運動 を日頃か ら実施 して い る 者 まで 含 まれ て お り，

お そ らく体力の 個入差が 大きく，同年代 とい えども

TUG タイ ム の 分布度 に 影響 を与 えた可能性 が考 え

られ る，本研究 で は 我 が 国 の 地域 に 在住す る　
・
般在

宅健常高齢者 に おけ る TUG テ ス トの 信頼性，加齢

変化や性差，年齢階級別評価値 を明 らか に す る こ と

が で きた．本研究 の 結果は，
一

般在宅健常高齢者の

健康 づ くりや 介護予防運動 の た め の 機能的移動能力

を評価する テ ス トと し て活用する こ とが で きる．今

後は，虚弱高齢者や 要 介護高齢者 も含め て ，機能的

移動能力の 良否 を ス ク リ
t一

ニ ン グす るた め の テ ス ト

として 利用 で きる ようにする た め ．さ らに詳細 な検

討が必要 で あ ろ う，

V ．要約

　本研究 は 地域 に 在住す る
一

般 在宅健常高齢者 （男

性512名，女性805名）を対
．
象と し て，機能的移動能

力 をみ る TUG テ ス トを実施 し，本法 の 信頼性，加

齢変 化 や性差，さ らに は そ の 他 の 機能的体力 （速

歩、ジ グ ザ グ歩行，］
三
の ば し，椅子立 ち上 が り） と

の 関係 を検 討 した．TUG テ ス トは 2 回実施 した タ

イ ム の 信頼性が 男性で ICC ＝O．　746，女［生で ICC ＝0、776

となり，フ ィ
ール ドテ ス トと して高か っ た、TUG タ

イ ム は男女 とも60−64歳群 を コ ン トロ ー
ル と して 各

年 齢群 を比較 した と こ ろ．70−74歳群以 降の 群で 有

冖
−
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意な低下が認め ら れ，加齢 と と もに 遅 くな る 傾向を

示 した．性 差 に つ い て は 60−64歳群，65−69歳群，

70−74歳群，75−79歳群 で 男性に 対 し，女性 の タ イム

が 低下 す る こ とを認 めた．TUG タ イム は機 能 的体

力 との 問 に
一

〇．　267 −一一・e、　742の 有意な相関関係を示し

た．

　TUG テ ス トは 信 頼性 に 優 れ，タ イム は機能的体

力 と も相 関関係 を認 め，一
般在宅健常高齢者の 機能

的移動能力の テ ス トとして 有用性を示 して い る，今

後は虚弱高齢者 を含 めた TUG タイム の カ ッ トオ フ

値 （基 準範囲）を明 らか に で きれば介護予 防運動の

た め の 指導，お よ び 運動処方の 運用に期待 され る．
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付 　 　録

ア ッ プ ア ン ドゴ ー
（TUG ）テ ス トの実施要領

【準備】

　ス トッ プ ウ ォ ッ チ，肘掛 の な い 椅子，ミ ニ コ
ー

ン ，メ ジ ャ
ー

【方法】

　〔1）踵 の 低 い 靴 か 素足で 行 う，

　（2）椅子の先端か ら ミニ コ ーン の向こ う側まで を 3m とする．

　〔3）椅子 の 中央部よ り少し前に 座 り，背筋は 少し前屈み に な る．

　〔4）両足 は 肩幅程度 に 広げ，つ ま先 を左右そ ろ え る、両膝 の 問 を握 りこ ぶ しひ とつ 分 く らい 開 き，大腿

　　　部前面 に 両 手 を置 く．

　（5）「用意」 に 続 き 「ハ イ」の 合図 で 立ち上が り，すばや く，ミニ コ
ー

ン に 向か っ て 歩 き，ミニ コ
ー

ン を

　　 　回 っ て き て ，再 び 座 る，

　（6）目標物の 回 り方は，左右 どちらの で もよい ．

【記録】

　（1）目標物の 回 り方を左右 1回ず つ 練習 させ ，好 きな方向を決 め させ た 後にその 方向で 実施 させ る．

　（2）「ハ イ」 の 合図 で ス トッ プ ウ ォ ッ チ をス タートさせ，ミ ニ コ ーン をまわ っ て きて，再 び座 っ た の と

　　 　同時 に ス トッ プ させ る．

　（3）実施は 2 回と し，良い 方の 記録を100分の 1秒単位で記録する．

【注意】

　（1）走ら ない ように指示する，走っ た と判断した 場合は 口頭 で 注意 して ，再 度測定す る．

　  ミニ コ ーン を回 る ときは，転倒 し ない よ うに 注意 させ る．

　（3）再 び座 る ときには，槁 子 の 位置 を確認 させ る とともに，後方や左右に転倒 しない よ うに 注意 させ

　 　 　 る．
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